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開会式

表彰式　（初段以下の部）

　入賞者

徳宿 典孝

　茨城県剣道連盟 水田重則会長

小瀧 徳行

古河

笠間

佐藤 洋平

諸星 柊悟

古河

守谷

笠間

守谷

古河秋葉 尚子

倉持   昇

古谷 きよみ

川嶋 丈夫

落合 隆行

宇野 哲也

三段 朝日 勇貴 鹿行 長峰千津子 かすみがうら

四段 鈴木 悠一 土浦 矢治光一郎 土浦

下妻

石岡

土浦

水戸

ひたちなか

水戸

下妻

大庭 良介

鳥越 啓隆

来栖 利枝

六段 橋本 篤志 鹿行 磯目 一路 石岡

七段 齋藤 健一 鹿行 二瓶 貴博 日立

谷川 久朗

五段 佐藤 吉典 土浦 櫻井 隆士 かすみがうら

茨
城
県
居
合
道
大
会
 

七
月
二
日

（
日

）
　
水
戸
市

　
第
五
十
七
回
茨
城
県
居
合
道
大
会
は

、
茨

城
県
剣
道
連
盟
よ
り
水
田
重
則
会
長
に
御
来

臨
い
た
だ
き

、
東
日
本
技
術
研
究
所
武
道
館

大
道
場
に
百
十
名
の
剣
士
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た

。
感
染
防
止
に
つ
い
て
は
昨
年

同
様
開
会
式
の
国
歌
斉
唱
は
声
を
控
え
る
・

マ
ス
ク
の
着
用
等
の
気
配
り
の
大
会
に
な
り

ま
し
た

。
何
よ
り
も
コ
ロ
ナ
前
の
百
人
を
超

え
る
大
会
を
復
活
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た

こ
と
は
偏
に
茨
城
県
剣
道
連
盟
の
感
染
防
止

関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
指
導
そ
し
て
居
合
道

十
九
支
部
を
指
導
さ
れ
る
皆
々
様
の
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

。

　
当
日
の
会
場
は
晴
れ
で
気
温
二
十
八
度
の

大
会
と
な
り

、
審
判
団
三
十
六
名

、
会
場
係

員
十
九
名
の
ス
ム
ー
ス
な
運
営
に
支
え
ら
れ

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

。
指
定

技
は

、
初
段
以
下
は
自
由
技
五
本

、
二
段
か

ら
七
段
は
最
初
に
古
流
自
由
技
二
本
の
後

、

全
剣
連
居
合
三
・
五
・
七
本
目
の
三
本
が
指

定
さ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

。

　
全
日
本
大
会
・
関
東
甲
信
越
大
会
の
代
表

強
化
選
手
に

、
三
段
・
四
段
・
五
段
・
六

段
・
七
段
の
優
勝
者

、
三
段
・
五
段
・
六

段
・
七
段
の
準
優
勝
者
が
選
出
さ
れ
七
月
か

ら
強
化
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

。

　
今
後
の
居
合
道
の
大
会
は

、
十
月
に
第
三

回
支
部
対
抗
団
体
戦

（
無
段
か
ら
四
段

）
並

び
に
高
段
者
演
武
大
会

、
二
月
に
第
二
回
個

人
演
武
大
会

（
無
段
か
ら
五
段

）
並
び
に
高

段
者
演
武
大
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

二段 長島 　敦 水戸 安附   徹 水戸

段位 優　　勝 準　優　勝

初段
以下

飯塚 有紀 下妻 河原 大央 石岡

第　３　位

居合道部未来検討会広報Gr

令和 5年 7月 15日（土）
居合道部だより居合道部だより
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初段以下の部　入賞者 審 判 員（第２試合会場）

二段の部　入賞者 三段の部　入賞者

四段の部　入賞者 五段の部　入賞者

六段の部　入賞者 七段の部　入賞者


